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I　序～地中海の船

　地中海は安定した気象条件と陸地に囲まれた

地理的条件に恵まれていたおかげで，古代より

擢で漕ぐ擢船の使用が頻繁におこなわれてき

た。擢船とはいっても擢を主に帆を従に併用す

るのが一般的で，このような擢と帆を備えた擢

船が，地中海では古代から18世紀にいたるまで

3，000年以上にわたって一貫した船舶の主流を

なしてきた。その擢船の代表がガレー船であ
る。

　古代のギリシア・ローマの軍用船と中世のガ

レー船の大きな違いは，船体の建造法，擢の配

列法，帆装の3点である。まず船体の建造法に

ついては，古代では初めに外壁（船体）を作り，

それを内側から肋材で補強するという順番で進

む。これは高度の技術を必要とする建造法であ

る。これに対して中世では，まず竜骨と肋材を

組み合わせて船の骨格を作り，その上に外板を

張って船体とする。こちらは高度な技術を必要

としないので，作業のスピード・アップとコス

ト・ダウンを可能にした。擢の配列法について

は，古代では二段擢船，三段擢船のように擢を

上下に配列したのに対して，中世では2人掛け

あるいは3人掛けのベンチを並べ，漕手は横に

並んで各自の擢を引いた。これにより高い船か

ら長い船（われわれの一般にイメージする「い

たち」（ガレーラ）のようなガレー船）へと船

体も変形していった。帆装については，古代の

船は四角帆（横帆）を備えていたのに対して，

中世のガレー船は三角帆（縦帆）いわゆる「ラ

ティーン・セイル」を備えた。四角帆は追い風

をうけた帆走には適しているが，向かい風には

すこぶる弱い。いっぽう三角帆は左右に白由に

回転できるので，斜め前方からの風をうけて前

進することができる。以上のような要素をもつ

中世のガレー船はおよそ9世紀末から10世紀に

かけて出現したという’〕。

　さらに1400年頃，従来の1本マストのガレー

船は船首楼の上に2本目のマストすなわちフォ

アマスト（前樒）を備え始め，やがては3本目

のマストすなわちミズンマスト（後樒）を備え

始める。いずれのマストにも三角帆が使用され

た・そして1450年頃になるとさらに2点の改良

が施される。ひとつは船尾の中央線上に舵が備

えられ，舵柄で操舵されるようになったこと，

いまひとつは艦載砲が備え付けられるようにな

ったことである2〕。このような改良を経て擢船

の最高傑作といわれるガレー船の完壁な姿が完

成したのである。

　もちろん地中海にも，帆を主，擢を従に併用

する帆船もないわけではなかった。イタリアで

は積載量の多い，ずんぐりした「丸型船」

（naVe　tonda）は商品を輸送する商船として使

用されてきた。三角帆をもつイタリア商船の流

れをくむポルトガルのカラヴェル船と四角帆を

もつ北方系のコグ型帆船がユ5世紀に合体して，

四角帆と三角帆を併用する3本マストのカラッ

ク船が誕生し，さらにこれがより巨大なガレオ

ン船へと進化発展していく。人力に頼らなけれ

ばならない擢船に比べ，帆船の航続距離はほと

んど無限であり，何日も何週間も海上を航行す

る大洋航海に適していた。こうしてイベリア半

島からは幾多の帆船が大西洋の荒海に乗り出
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し，いわゆる「大航海時代」の幕を切って落と

すことになる。1492年にコロンブスが西航した

ときの船団の編成は，1隻のカラック船（「サ

ンタ・マリア号」）と2隻のカラヴェル船（「二

一ニャ号」「ピンタ号」）であった3コ。そして世

界商業の中心が地中海から大西洋とインド洋に

移行するのと時を同じくして，世界の船舶の趨

勢も擢船から帆船へと移行していったのであ

る。

　ところが地中海では，とくに軍用船としては，

依然として擢船が使用され続けた。地中海の気

象条件と地理的条件が擢船に適していたことに

加え，急速な発進・旋回・停止など海戦に必要

な機動性の点では擢船のほうが帆船よりもはる

かに優れていたことが理由であろう。

　サント・ステファノ騎士団は，1562年に創設

され，1859年に廃止されたトスカーナ大公国の

海軍である’〕。しかし騎士団が海上戦に活躍し

た時期は16世紀後半から18世紀前半まで，もっ

と正確にいえば，1563年から1719年までの期間

である・〕。19世紀中葉になると産業革命の産物

である蒸気船が地中海にも往来して従来の船を

駆逐することになる。つまりサント・ステファ

ノ騎士団の活躍した時期は，擢船の長い歴史の

なかのいわば晩年期にあたるといってよい。当

時の船舶はオーク材で建造された木造船であ

り，騎士団では船舶を指す言葉として「木材」

を意味する「レー二」（legni）という語を使用

していた。冷たい鉄の黒船ではなく，いかにも

木材の匂いがむせかえるような，温かい手触り

を感じさせる語感である。

　さて，ではいったい騎士団はどんな木造船を

所有し，それらはいかなる機能を果たしていた

のであろうか。

皿　ガレー船

　ユ562年にサント・ステファノ騎士団を創設す

る以前から，メデイチ家の君主コジモー世はす

でに数隻のガレー船を所有していた。すなわち

「パドローナ号」「ピサーナ号」「フィオレンツ

ア号」「グリフォーナ号」「ヴイットーリア号」

「パーチェ号」「ルーパ号」である。これらの船

は，ピサ造船所で建造された地中海最初の「長

いガレー船」であった。艦上にはメデイチ家の

紋章のついた赤いダマスコ織りの巨大な旗が誇

らしげにひるがえっていた。

　コジモー世は騎士団創設と同時に，彼の所有

する何隻かの船を騎士団に寄贈したが，それで

もユ563年当時の騎士団所有のガレー船は，「カ

ピターナ号」「フィオレンツァ号」「ピサーナ号」

「トスカーナ号」のわずか4隻だけである石〕。

最初はかなり慎ましいスタートだったといえよ
う。

　しかし1560年代から80年代にかけて，ピサ造

船所には各国から集まった400人をこえる労働

者が，槌音も高らかに，日々船の建造に勤しん

だ。この時期は集中的な造船が進んだ海軍再編

成期である・〕。そして17世紀初頭には，「ピサー

ナ号」「リヴォルニーナ号」「シエナ号」「パド

ローナ号」「カピターナ号」「サンタ・マリア号」

「サン・コジモ号」「サンタ・マルゲリータ号」

「サン・カルロ号」「サンタ・クリステイーナ号」

といった大艦隊を有する大海軍にまで成長して

いった。しかもこのときまでに各艦はすでに輝

かしい戦歴を積み重ねていたのである昌〕。

　ではいったいガレー船はどんな船だったので

あろうか。といっても，実物は現存せず，わず

かに残った設計図や木製模型から類推するより

他に手はない。船舶史家フランコ・ゲイによれ

ば9〕，普通のガレー船は，長さ約40メートル，

幅約5メートルの，すらりとした細長い船体を

もつという。船体の上には，長さ25メートル以

上，幅6メートル以上もある巨大な「ポステイ

ッチョ」（poSticcio）と呼ばれる「張り出し甲

板」があって，その上には右舷と左舷に漕手用

のベンチが設置され，中央部には船首と船尾の

あいだを人が移動できるユメートル幅の歩廊

（CorSia）があった。ベンチは，「細いガレー船」

（ga1era　sotti1e）の場合，普通は，片側に26，

もういっぽうの側に25（もしくは25と24）であ

る・ベンチ数が左右不対称なのは，ベンチのあ
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るべき（普通は左舷の）場所のひとつが，簡単

な炉をもつ「フォコーネ」と呼ばれる台所で占

められていたためである。「バスタルダ」（bas

tarda）と通称される「太いガレー船」（ga1era

groSSa）一一般には提督の乗船する旗艦
「カピターナ号」や「パドローナ号」として使

われる　　の場合には，ベンチは片側に30，も

ういっぽうの側に29のこともあった。

　ベンチに座るガレー船漕手の人数は，「細い

ガレー船」の場合には各ベンチに4人ないし5

人，「太いガレー船」の「バスタルダ」の場合

には各ベンチに6人，7人，または8人のこと

もあり，全員が一緒になって1本の長い擢を引

いた。5人掛けの「細いガレー船」の場合には，

したがってベンチ数約50×5人で約250人のガ

レー船漕手が乗り込んでいた計算になる。そう

した漕手とは別に，水兵，陸兵，砲兵，漕手の

監視人，下士官など約100人ほどが乗船してい

た。騎士団員である航海士（ufficia1i）の人数

はさらに少ないが，彼らは特権的な人々であっ

て，彼らのためには広々とした船尾部分が確保

されていた。そこはテントで覆われ，豊かな装

飾が施された居心地のよい場所である。船尾の

内部には，艦長（comandante）の部屋，その

書斎，その他の航海士（ufficia1i）に割り当て

られたいくつかの小部屋が設けられていた。船

体内部には連絡路がなかったので，各部屋への

出入りにはいちいち甲板まで上がって出入りし

なければならなかった。また船体内部には予備

の索具などを保管する船倉の他に，食糧品貯蔵

庫もあって，そこにはビスケット，米，乾パン，

豆類（とくにソラマメ），ワイン，水，肉，塩

漬けの魚，チーズ，生野菜，酢などが積み込ま

れていたユo〕。

　　　　　　　　　　ポスティ・’千ヨ　船首のほうには，「張り出し甲板」の先に，

5門の大砲を備えた屋根付き砲台（rembata）

があった’ユコ。ガレー船の大砲は船首にしかなか

ったので，船首を横一列に並べて戦う戦術がと

られた。屋根付き砲台の先には，錨を操作する

小さいスペースがあって，さらにその先には

5－6メートルもある非常に長い青銅製の衝角

（Sperone）が付いていた。衝角は敵艦の船体と

船楼を破壊し，敵艦の舷側に乗り移るのを容易

にするために付けられていたが，どの程度実用

的であったかは疑問である。いずれにせよ砲撃

戦全盛の時代には無用の長物と化す運命にあっ

た。

　ガレー船は擢船であると同時に優れた帆船で

もある。力漕中のガレー船の最大速度は約7．5ノ

ットにも達したが，この速度を維持できるのは

漕手が疲弊しきるまでの約30分問に過ぎないユ2i。

そこで戦闘時には帆を帆桁（anteme）に巻い

て擢走するが，長距離の航行では帆を張って帆

走することになる。帆走のときには擢は邪魔に

なるので翼のように海面高くあげ，海上を飛ぶ

ように走る。

　マストの数は，15世紀までは高さ25メートル

もある1本マストだけであったが，その後は2

本，3本と増えていった。16世紀後半には，21

メートルのメインマスト（主樒）と！7メートル

のフォアマスト（前樒）を備えるのが」般的と

なった。各マストには非常に長い帆桁がついて

おり，フォアマストの帆桁は25メートル，メイ

ンマストの帆桁はほとんど船体の全長にも匹敵

する36メートルにも達した。メインマストには

「グラン・マラボット」「マラボッテイーノ」

「メッツァーナ」「ボッフェッタ」「ポラッコー

ネ」と呼ばれる5種類の大きさの帆，フオアマ

ストには「トリンケット」「トリンケッティー

ノ」と呼ばれる2種類の帆が備わっていて，天

候や風力によって使い分けられた。いずれも大

三角帆いわゆる「ラテイーン・セイル」である。

サント・ステファノ騎士団の旗艦「カピターナ

号」には白と青が交互に並んだ縞模様の帆が張

られていたので一目瞭然であった。キリスト教

国のガレー船とイスラムのガレー船のあいだに

は形態上の顕著な相違はなかったので，帆や旗

の模様が敵味方を判別するための，ほとんど唯

一の有効な目印だったのである。

　船舶史家フランコ・ゲイは上述のようにガレ

ー船を「太いガレー船」（「バスタルダ」）と

「細いガレー船」に二区分しているが，軍事史
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家ジーノ・グァルニエーリは「享捕用ガレー船」

（ga1eradacorsa）と「追撃用ガレー船」
（ga1eradaCaCCia）（もしくは「センシーレ」）

に二区分している。「享捕用ガレー船」は50メ

ートルもの長さがあり，積載量は10，000サルメ，

すなわち15，380トンまでという巨艦である。よ

り小さくエレガントな船体をもつ「追撃用ガレ

ー船」は速度が速く，偵察と奇襲に最適なガレ

ー船であるという13〕。

図1　サント・ステファノ騎士団の船舶
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皿　その他の船の種類

　（a）夫型擢船昌ガレアス船

　前述のように，ガレー船は船首にわずかな大

砲しか備え付けることができなかった。
ポステイ・，チョ　　げんしよう
「張り出し甲板」の舷培（impavesata）に沿っ

て擢が並んでいるために，大砲を配置するだけ

の場所がなかったからである。この欠点を補っ

たのが，1533年か1539年にヴェネツィアで誕生

したガレアス船（gareaZZa）である。これは早

速レパント海戦（1571年）で艦載砲の威力を発

揮したために，操縦性に優れた擢船の長所と多

数の大砲を舷側に配置できる帆船の長所を合わ

せもつ軍用擢船として大いに期待がもたれた。

ところが実際は，古い大型ガレー商船を改造し

たものであれ，新たに建造したものであれ，ガ

レアス船は鈍重な擢船と操縦性の悪い帆船の混

合物に他ならなかった。唯一の利点はガレー船

よりも大きいために兵士の大量輸送が可能だと

いう点であったが，それとても戦場まで曳航さ

れなければならないというぶざまさであった。

結局，後述するガレオン船との競争に敗れ，18

世紀初頭には姿を消す，わずかユ50年ほどの短

命な船であった。

　サント・ステファノ騎士団はガレアス船を所

有していたが，知られているわずかな模型から

判断する限りでは，衝角はなく，船首に屋根付

き砲台，船尾に高い船尾楼をもち，多数のカノ

ン砲を備え，3本か4本のマストに大三角帆を

張った大型ガレー船の一種だったようである1・〕。

　大きさはというと，船体の長さは約40メート

ル，幅は8メートル，通常のガレー船の大砲と

は別に，船首と舷側に8門のカノン砲を備えて

いたとフランコ・ゲイはいう’5〕。ところがグァ

ルニエーリによれば，船体の長さは実に70メー

トル，甲板の幅は「享捕用ガレー船」の2倍以

上，片側に32のベンチと32本の擢，3本マスト

に大三角帆，そして艦載砲はカノン砲36門に石

弾臼砲64門の計100門，乗員数は1，200名にのぼ

るという1引。砲撃を得意としたことを除けば，

実際のところはよくわかっていないのである。
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　（b）大型帆船＝ガレオン船17〕

　ガレオン船（ga1eOne）の原型は，おそらく

南方系と北方系の帆船が合流するイベリア半島

に生まれたものであろうが，15－16世紀には，

まだ中世風の商船である「丸型船」（naVe

tonda）に由来する特徴をそなえていた。これ

がユ7世紀になると近代的な帆船軍艦へと変貌を

とげていくことになる。ガレオン船という名称

は大型ガレー船を連想させがちであるが，実際

はガレオン船にはガレー船的要素はほとんどな

い。なによりもガレオン船は，ガレー船のよう

な擢船の系譜ではなく帆船の系譜に属する。レ

パント海戦（1571年）がガレー船同士の最後の

大海戦であったとするならば，アルマダ海戦

（1588年）はガレオン船同士の最初の大海戦で

あった。追い風をうけて大西洋を帆走するガレ

オン船の勇姿は，近代海戦の幕開’けを告げるも

のであった。

　小型（イングランド型）のガレオン船は，船

首斜樒（bompresso）の他に3本のマスト，す

なわちメインマスト（主樒），フォアマスト

（前樒），ミズンマスト（後樒）を備えている。

大型（イタリア型）のガレオン船は，最後尾に

もう1本，三角帆用のマストを備えている。す

でに16世紀半ばには，メインマストとフォァマ

ストの2枚の四角帆のうえに第3の帆である

「フォァァッパートップスル」（parrocchetto）

あるいは「メイントガンスル」（Ve1aCCiO）を

備えるという非常に進んだ帆装も現れ始める。

　グァルニエーリによれば，ガレオン船はガレ

アス船と同じ長さと幅をもつが，外形の点でも

能力の点でもガレアス船よりはるかに優れてい

た。第一甲板と第二甲板にそれぞれ14の舷窓が

あり，60門の艦載砲を備え，四角帆のための2

本のマストと三角帆のための2本のマスト，計

4本のマストをもつ。積載量は5，000サルメ，

すなわち7，690トンまでであるという’畠〕。

　サント・ステファノ騎士団も何隻かのガレオ

ン船を所有していた。しかし，1607年にメデイ

チ家に仕え始めたノーザンブリア公ロバート・

ダッドリーが機能一性を追求して企画した船舶建

造計画は，1610年代に四角帆をもつ帆船の建造

をわずかに2隻実現した程度で，最新型帆船の

建造は激しい批判にさらされて頓挫したらし

い。騎士団の保守的な性格を窺い知ることので

きるエピソードである。結局ガレオン船は，風

向の変わりやすい，波の穏やかな地中海では，

より操縦性に優れ，より奇襲攻撃に適したガレ

ー船に取って代わることはできなかった。大西

洋の主役はガレオン船であっても，地中海の主

役は依然としてガレー船に他ならなかったので

ある。

　（C）小型擢船

　ガレー船の周辺で仕事をする一連の小型船も

擢船の部類に属す。それらを区別するもっとも

有効な手がかりは，片側のベンチ数，1ベンチ

あたりの漕手の人数，「張り出し甲板」の有無，

屋根付き砲台の有無，船首と船尾をつなぐ歩廊

の有無などである。ガレオッタ船（ga1eOtta）

はガレー船と似ているが，屋根付き砲台がなく，

2人ないし3人掛けのベンチを17から20備え，

2本のマストをもつが，1枚の主帆しかもたな

いこともあった。速くて操縦性に優れた船であ

る。18世紀にイタリアで大ガレオッタ船
（ga1eotte　grosse）が現れ，それはベンチ20ば

かりを備えていたが，擢船というよりも優れた

帆船であった。地中海最後の軍用擢船であった

中型ガレー船（meZZega1ere）もガレオッタ船

と同規模のものである。これらは地方によって

名称が異なっているだけのこともあり，区別が

つきにくい。

　さらに小さい船がフスタ船（fuSta）である。

もっとも船の大きさを決定するベンチ数は様々

であり，大型のフスタ船は25ないし26のベンチ

を備え，その他は，18，15，12などと様々で，

小さいものはブリガンテイーン船（brigantino）

と混同されることもあった。ブリガンティーン

船は，ガレオッタ船やフスタ船とよく似ている

が，もうひとまわり小型である。船首と船尾を

つなぐ歩廊はなく，1本か2本のマストをもち，

8から12のベンチを備えるが，ひとつのベンチ

サント･ステファノ騎士団の船舶
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につき1人の漕手である。軽快で，奇襲に適し

ている。

　そのブリガンティーン船よりもさらにもうひ

とまわり小さいのが，サント・ステファノ騎士

団の所有するフリゲート船（fregata）である。

これはときに覆いがなく，船尾は低く，6から

12のベンチで，1本の擢に1人の漕ぎ手，！枚

の帆をもつ。同じく騎士団所有のフェラッカ船

（fe1uca）は，それよりもさらにノ』・さい。一フリ

ゲート船もフェラッカ船も，ガレー船の背後に

つきしたがって，あるいはガレー艦隊から離れ

て，こまごまとしたサーヴィスを提供する小舟

であった19〕。

M　蟻装，乗員，軍港，装飾

　サント・ステファノ騎士団の会則第10章第4

条は，蟻装について次のような非常に細かい規

則を定めていて興味深い。［］内は松本の補
足。

　「単独で航行するものであれ，わが騎士団の

艦隊と同行するものであれ，いかなるガレー船

といえども，下記の装備一式，後述の人員なし

には，出港することはできない。すなわち戦闘

用帆船は十分にカラファタートされ，再点検さ

れ，スパルマートされなければならず，船首に

大砲を数門，軽砲を2門，すなわち起重機に1

門，予備用ボートに1門，備え付けなければな

らない。索具，滑車，ロスチョー二［？］，錨，

マスト，帆桁は，帆走中に壊れないように良質

のものを備え付けなければならない。大型ベッ

ド，帆，大横帆，索巻き，休息用中型ベッド，

鎖，横木は十分な量を備え付けねばならない。

頑丈な小型の擢と良質の大型の擢を備え付けね

ばならない。予備のための2つの舵，十分な量

の樽，厚手羊毛布地のテントと麻布地のテント

を備え付けねばならない。シャツ，長ズボン，

防寒着，肌着を着用のガレー船の漕ぎ手［を備

えねばならない］。武具については，胸当て25，

小盾50，兜50，槍50，短剣50，火縄銃100と弾

丸およびその火薬容れと火薬，そして大砲の弾

丸200と火薬。各ガレー船は，各ベンチに1人

以上の奴隷を乗せることはできず，各ベンチに

勇躍して擢を漕ぐ1人の人物を乗せて運ばねば

ならない。［各ガレー船には］相当数の航海士

を含む乗組員50人，われらの騎士団の騎士25人，

遠征と旅程しだいで派兵される人数の変わる陸

兵，そして慣例通りの十分な薬品と食糧。上記

の物を備えることなく出港もしくは航行しては

ならない。」刎

　この条項に出てくる「カラファタート」とい

うのは，船体のとくに水面下にある部分の舟板

と舟板の隙間を防水用に麻やタールで詰めるこ

とである。また「スパルマート」というのは，

船が水中で快速に進むように，竜骨をきれいに

磨いた後で獣脂を塗ることである。そういうこ

とをしっかりとやっておくまで，また大砲，武

器，火薬など必要な装備一式を整えるまで，い

かなるガレー船といえども出港してはならな

い，というのである。

　また各ガレー船の乗員の構成を規定している

点も興味深い。相当数の航海士を含む乗組員50

人と騎士団の騎士25人，そして人数の固定して

いない陸兵，と。われわれはこれらの規定がど

の程度厳密に遵守されたのか，正確に知ること

はできない。ただピサ国立文書館に保存された

文書のなかには，17世紀初頭の遠征で各ガレー

船に乗船した騎士団の騎士の名簿が含まれてい

る。例えば，1612年4月の乗船名簿を例にとる

と，「カピターナ号」にはヴォルテッラ人の提

督ヤコポ・インギラーミ，総司令官カッポー二

以下，14名の騎士の名前が記されている。「パ

ドローナ号」にはフィレンツェ人の艦長ジロラ

モ・レンッォー二以下，ユ3名の名前。「サン

タ・マリア・マグダレーナ［マッダレーナ］号」

には艦長ヴインチェンティオ・カルネゼッキ以

下，7名の名前。「サン・コジモ号」にはミラ

ノ人の艦長マルコ・バルバウアラ以下，6名の

名前。「サンタ・マルヘリータ［マルゲリータ］

号」にはヴオルテッラ人の艦長ピエル・アント

ニオ・バウア以下，3名の名前。1618年4月の

乗船名簿では，「カピターナ号」に提督ジュリ
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オ・モンタウート以下，13名。「パドローナ号」

には艦長アルフォンソ・ソッツイファンティ以

下，10名。「サンタ・マリア・マッダレーナ号」

には艦長パオロ・デル・モンテ以下，4名。

「サン・カルロ号」には艦長ジョ［ヴァン

ニ］・ジュディチ以下，4名。「サン・コジモ

号」には艦長トマゾ・フェドラ・インギラーモ

以下，4名。「サンタ・クリスティーナ号」に

は艦長オラティオ・ヴィンチョーリ1名呈ユ〕。こ

の文書からは，各ガレー船に騎士25人が乗船し

なければならないと規定した会則は，完全には

守られていなかったのではないか，という印象

を拭いきれない。

　また上記会則の定めるガレー船漕手について

の規定は，意味の読みとりにくいやや暖昧な表

現になっている。奴隷の人数がベンチ数を超え

てはならない，という意味ならば，この規定は

守られなかった。奴隷の他に自由人も同数以上

が含まれていなければならない，という意味な

らば，この規定はある程度守られた。ある程度

というのは，ガレー船漕手には自由人ではなく

受刑者がなったからである。この点について，

非常に興味深い文書がフイレンツェ国立文書館

に保存されている。それは1604年にサント・ス

テファノ騎士団が所有するガレー船漕手の総人

数2，606名（うち受刑者総数1，302名，奴隷総数

1，304名）をあげ，しかも表！のように各艦ご

との受刑者と奴隷の漕手人数を明らかにしてく

れるのである。

表1　1604年における騎士団のガレー船漕手
　　　の人数
　ガレー船名　　　　　　　　受刑者　奴隷　　合計

カピターナ号

パドローナ号

フイオレンツァ号

サンタ・マリア号

ラ・シエナ号

ピサーナ号

リヴォルニーナ号

他の古いガレー船［複数］

161

ユ49

129

141

126

95

ユ14

294

153

ユ21

96

110

ユ15

91

86

283

314

270

225

25ユ

241

186

200

577

資料）A．S，F．；Carte　Strozziane．（2ヨserie〕£CXLV，

　　c．392r．
出典）Guarnieri，G．，∫Ca吻〃erfd’S棚亡oS亡e危ηonella
　　s亡0rねde”ヨハ”ar加a∫亡a”aη2　r1562－1859リ．Pisa，

　　ユ960，p．302．

　前述のように，もし「細いガレー船」の約50

のベンチに5人掛けとすると約250人の漕手が必

要になるが，この数字は表1に照らしてもほぼ

妥当な数字だということがわかる。提督の乗船

する旗艦「カピターナ号」は「太いガレー船」

いわゆる「バスタルダ」であるから，250人を大

きく上回る漕手が乗り込んでいるのがわかる。

1隻あたりの受刑者と奴隷の人数がほぼ同数と

いうこともわかる。上記会則の「各ガレー船は，

各ベンチに！人以上の奴隷を乗せることはでき

ず，各ベンチに勇躍して擢を漕ぐ1人の人物を

乗せて運ばねばならない」という文言が，ある

意味では遵守されているのである。奴隷はもち

ろん非キリスト教徒であり，受刑者はキリスト

教徒の犯罪者と考えておいてもよいだろう。

　水しぶきを浴びながらの漕手の苦役は並大抵

のものではなかった。長さ2メートル20センチ

のベンチに隙問なく押し込まれたうえ，片足は

ベンチに鎖でつながれて自由が利かない。自由

なほうの足を前のベンチの後ろにある足掛けに

置き，立ち上がって全身を後ろに反り返らせて

全体重で擢を引く。擢の長さは12メートル（船

外に8メートル，船内に3メートル），重さは

120－130キロもある・呪われた長さと重さであ

る。擢の握りの先端をうけもつベンチの内側の

漕手は最大限の力を発揮しなければならない

が，擢受けに近い外側の漕手はストロークの幅

がないためにほとんど力が入らない。かけ声に

あわせてギイギイと鈍い軋みの音をたてる長い

擢は，重い水をとらえてわずかに20度だけ角度

を変える。前屈と反り返り，その規則的な反復

だけが延々と続くのである21〕。

　擢走中は，1時間か1時間半交代で漕手の2

分の1か3分の1だけが擢を引き，他は休息や

飲食の時間にあてるのが」般であった。大汗を

かくので，1時間漕ぐごとに，ひとり約1リッ

トルの水分を補給したという。大量の水を確保

するためには，そしてもちろん新鮮な食糧を入

手するためにも，数日（普通3－4日）ごとに

は寄港しなければならなかった。漕手の疲労度

は速度と航続距離に比例す糺6ないし7ノッ

サント･ステファノ騎士団の船舶
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トの速度を出そうとすると1分間に25か26スト

ロークが必要であり，これでは体力を消耗し過

ぎて数十分ともたない。逆にゆっくりと，24時

問ぶっ続けで漕ぎ続けなければならないことも

ある2刮。結局，疲労困億した漕手が一、自、つける

のは，樫を引く手を休めて帆走するときだけな

のである。

　ガレー船漕手は上半身裸か赤いシャツを着て

いた。非キリスト教徒の奴隷は，頭の頂上に髪

の毛をひとふさ残して団子状にまとめた以外

は，すべて剃りあげていた別〕。そうした服装は

次のような絵画にも見ることができる。

　それはピサ国立文書館の「バイロンの間」に

残された作者不詳の17世紀の絵画「リヴォルノ

港」である25〕。サント・ステファノ騎士団の海

軍基地は，当初エルバ島のポルトフェッライオ蜘

にあったが，1601年に，第3代トスカーナ大公

で第3代団長のフェルディナンド」世がリヴォ
　　　　　　　ド・’ク
ルノに「新しい船渠」を建設させて以来，リヴ

ォルノ港がポルトフェッライオに代わって騎士

団の海軍基地となったのであった。さて絵画は，

そのリヴォルノ港の2つの船渠の光景を描いた

ものである。遠景には，エメラルド色の海に細

長く突き出た突堤のところにガレオン船と他の

小さい戦闘用帆船が数多く見える。画面中央の

船渠には，10隻ほどのガレー船がきれいに並ん

で停泊している。完全装備したガレー船もあれ

ば，マストを取り外して修理中のガレー船もあ

る。なかには船底の隙間に詰め物をするために

片舷に傾けられたガレー船もある。近景の陸地

には，ブロンズ製の「4人のムーア人」をした

がえた大理石製の「フェルディナンドー世・

デ・メデイチ記念像」が立っている。その手前

では赤いシャツを着た多数のガレー船漕手が，

赤色と黒色の擢をきちんと分類して地面に並べ

ている。錨や大砲も見える。食糧らしき荷を肩

に担いで行く上半身裸の男たちもいる。画面下

の左右には，銃を担いで行進するグループと射

撃練習をするグループに分かれて教練にいそし

む兵士たち。画面下の中央には，立ち話をする

十数人の男たちがいて，その中に盛装姿も凛々

しい立派な髭の騎士がいる。彼は胸にサント・

ステファノの赤い大きな十字の徴をつけた黒服

を着て，黒ズボンをはき，黒い帽子をかぶって

いる。襟は白色で，腰には剣をさげている。彼

は「大十字（グラン・クローチェ）」と呼ばれ

る幹部のひとりに違いない。その手前の画面最

下部には，6人の奴隷が描かれている。白いシ

ヤツや赤いシャツを着ているが，なるほど全員

が坊主頭の頂上だけにひとふさの髪の毛を残し

ている。これが非キリスト教徒の奴隷のあかし

なのである。この絵画は全体的に色彩の消耗が

はなはだしく，明蜥さと快活さに欠けてはいる

ものの，リヴォルノ軍港におけるサント・ステ

ファノ騎士団の日常生活の一断面をじつに如実

にわれわれに提示してくれるのである。

　作者も制作年も不明の「リヴォルノ港」とは

対照的に，非常に高名な画家がサント・ステフ

ァノ騎士団の非日常的な一断面を色彩豊かに豪

華絢燗に描きあげた大作がある。394×295セン

チもあるルーベンスの傑作「マリ・ド・メデイ

シスのマルセイユ上陸」（ユ622－25年，ルーヴル

美術館）である。ルーベンスは1622年にマリか

らリュクサンブール宮殿を飾る「マリ・ド・メ

ディシスの生涯」の連作の注文を受け，1625年

に21点の歴史画を完成した。その第6図が「マ

リ・ド・メデイシスのマルセイユ上陸」である。

この絵では青いマントの「フランス」と城壁型

の冠をかぶった「マルセイユ」という2人の擬

人像が花嫁マリを出迎え，海中では神話の神々

すなわち豊満な裸体の3人の海の精，海神ネプ

チューン，海神の従者の老プロテウス，ホラ貝

をふくトリトンがめくるめくばかりの躍動感を

もって描かれている。

　この大画面の左3分の1を豪華な木造船の船

尾が占めている。この船こそ，第2代トスカー

ナ大公フランチェスコー世の娘マリア・デイ・

メディチ（マリ・ド・メディシス）が，1600年

にフランス王アンリ四世に嫁ぐために乗り込ん

だサント・ステファノ騎士団のガレー船「カピ

ターナ・ヌオーヴァ号」に他ならない2刊。

　ルーベンスの描く，見事な彫刻の施された船
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尾，アーチ状の覆い，その覆いに取り付けられ

たメディチ家の紋章と巨大な船尾灯などは，画

家の空想の産物ではない。この船の賛をきわめ

た装飾品の数々について，かの彫刻家の弟の孫

に当たるミケランジェロ・ブオナローティ・イ

ル・ジョーヴァネ（1568－1647）がじつに詳細

な実見記録をわれわれに残してくれているおか

げで，実物はルーベンスの描く作品をもしのぐ

豪華さであったことがわかる・副。

　それによれば，「船体は……人物，仮面，ハ

ルピュイア，そして動物と植物が，浅浮彫や高

浮彫で分割された多くの矩形にみごとにデザイ

ンされてぐるりと彫りつくされ，すべてに金箔

が貼られていた。王たることを示す気高く堂々

たる王族旗の他に，尋常ならざる美しさの帆が

あって，その一部は［フィレンッェの］百合と

［メディチ家の］玉の紋章が市松模様になって

いた。各種の織物に豊かに装飾された指令旗，

長大な三角旗，長旗，軍艦旗など，その数60本

ばかり，満艦飾に高々と掲揚されていた。」「漕

ぎ手の全貝がまとう服は豪華な緋色だった。し

かし豪華絢燭さの極みは船尾にこそあった。優

雅な半円筒ヴォールトすなわち丸天井におおわ

れた船尾には，磨きがかけられ，金箔が施され

た，つる棚のように組合わさったブナのアーチ」

があり，「それは全体に彫刻が施された見事な

作品というべきもので，その外側の頂上には王

女の美しい紋章」が飾られていた。半円筒ヴォ

ールトは「エナメルを塗った金の象眼に非常に

高価な，その数250にもおよぶ宝石類で装飾さ

れていたが，その宝石類とはバラスルビー，サ

ファイア，エメラルド，トパーズ，緑玉髄，カ

ンラン石，アメジスト，真珠であった。」半円

筒ヴォールトのうえには，「優美な壷の形をし

た金色の金属製ランプが3つあった。真ん中の

ランプは，メデイチ家の王の紋章の玉に光を投

げかけていたが，それだけが他の2つのランプ

よりもはるかに高い所に設置されていた。」船

尾の座席の部分も，「インド葦［すなわち簾］，

黒檀，象牙，グラナティリヨ［紫檀に似たアメ

リカ産の木］，そして様々な大きさの真珠母，

紅玉髄，ラピスラズリ，アメジストの破片」で

飾られ，「大きな碧玉の同様の細工が，舷側あ

るいは背もたれ，そして他の支柱にも施されて

いた。」船尾の3つの扉のうち，「真ん中にある

一番大きなものには，このうえなく美しいその

表面に，ラピスラズリ，トパーズ，サファイア，

ルビーでできた王と王妃の紋章が取り付けてあ

った。3つの扉のそれぞれの門衛は雅びな絹織

物の裏地のついた金禰をまとっていた。このよ

うに，覆いや日除けテントやその他のたくさん

の道具類について数えあげるならば，きりがな

い。」

　まるでおとぎ話のなかの船のような，ため息

のでるような船である。しかしこうした記述か

らわれわれはサント・ステファノ騎士団のガレ

ー船のもつもうひとつの側面を垣間見ることが

できる。すなわちガレー船はたんに戦争の道具

だったのではなく，貴人を護送する超豪華客船

でもあったということである。その少し前の

1589年には，大公フェルデイナンドー世の婚約

者である皇女クリスティーナ・ディ・ロレーナ

（クリステイーヌ・ド・ロレーヌ）をマルセイ

ユまで迎えにいったガレー船「クリステイーナ

号」の例もある困〕。

　このような豪華客船には軍事機能一辺倒では

ない，反機能主義的な美学の極致が見られる。

軍事的機能性とは両立しがたい芸術的装飾の存

在は，船舶発達史のなかでは「前近代的」の一

言で片づけられるものなのかも知れないが，し

かし両立しがたいものが両立しているところに

こそ，近代的であると同時に前近代的な17世紀

という袋小路のような時代の，極限にまで発達

した精神の反映を見出すことができるのである。

V　結語

　サント・ステファノ騎士団が海戦に活躍した

16世紀後半から18世紀前半までは，いわば擢船

の歴史の晩年期にあたることはすでに述べた。

世界の趨勢は帆船にあり，やがては19世紀の蒸

気船の登場とともに完全に姿を消す運命が待ち
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受けている。それでも騎士団は擢船の最高傑作

であるガレー船を使用し続けた。その主な理由

は前述のように地中海のもつ気象的・地理的な

特殊性に求められるが，騎士団のもつメンテリ

ティの問題も与って力があったと考えられる。

すなわち騎士団の騎士たちは貴族階級出身の特

権的な保守的エリート層であったため，機能性

だけを追求する新しい近代的な要素を受け付け

ない中世的なメンタリテイを保持していた。換

言するならば，個人と個人の馬上の果たし合い

において名誉を尊重し勇気を誇示する騎士道精

神の名残りとでもいうべき不合理な倫理観を残

していたのであるm〕。だから海上に戦場を移し

た場合においても，大砲という敵の顔の見えな

い大量殺裁兵器を用いた帆船同士による新しい

戦闘形態ではなく，むしろ刀剣類を用いたガレ

ー船上でのみ可能な古くさい戦闘形態のほうを

重要視したのである。もちろん時代の流れに完

全に逆らったというのではなく，人間性を裏切

る機能主義には抵抗を示しつつも，時代の流れ

を半ば受け入れざるをえなかった。古いものと

新しいものを共に乗せて騎士団のガレー船は，

暗い時代の荒れた波涛を乗り越えていったので

ある。3，000年以上の歴史をもつ擢船の歴史の

なかで，騎士団のガレー船は，その限りある可

能性を最大限に引き出して船舶史に忘れがたい

一時代を画した。潮風に混じって木材の匂いが

むせかえり，人問が汗と血を流しながら力の限

りを尽くす，そして軍事的機能一点張りではな

い前近代的な芸術性をも尊重する，そんな忘れ

がたい一時代を。
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